
【
表
紙
】 

銃
後
の
蹄 

全
二
巻 

 

【
表
紙 

裏
】 

 

【
１
頁
】 

（
発
声
フ
ィ
ル
ム
式
） 

銃
後
の
蹄 

全
二
巻 

四
六
七
米 

 

台
湾
総
督
府 

Ｍ
第
二
，
〇
四
五
号 

検
閲
済 

有
効
期
間 

自
昭
和
十
四
年
九
月
九
日 

至
昭
和
十
七
年
九
月
八
日 

  

活
動
写
真
「
フ
ィ
ル
ム
」
検
閲
規
則
第
十
条
第
二
項
ニ
依
リ
手
数
料
ヲ
免
除
ス 

 

障
害
ナ
シ 

 

【
２
頁
】 

 

【
３
頁
】 

『
銃
後
の
蹄
』 

検
閲
台
本 

ト
ー
キ
ー 

全
二
巻 

製
作
・
芸
術
映
画
社 

 

【
４
頁
】 

 

【
５
頁 

上
段
】 

第
一
巻 

○Ｔ
１ 

馬
政
局
指
導 

○Ｔ
２ 

芸
術
映
画
社
製
作 

（
Ｇ
Ｅ
Ｓ
マ
ー
ク
） 

○Ｔ
３ 

銃
後
の
蹄 

○Ｄ
１ 

 

○Ｄ
２ 

 
 【

５
頁 

中
段
】 

一
平
（
平
作
の
子
） 

「
ち
ゃ
ん
、
ち
や
ん 

植 

村
の
伯
父
が
今
帰
っ
て
来 

た
だ
」 

平
作 

「
ウ
ウ
ン
？ 

ア 

そ
う 

１ 

 

【
５
頁 

下
段
】 

音
楽 

 

【
６
頁 

上
段
】 

○Ｔ
４ 

軍
用
候
補
馬
鍛
錬 

 
 

 

会
通
知
書 

○Ｔ
５ 

鍛
錬
は
な
ぜ
必
要 

 
 

 

か
？ 

○Ｔ
６ 

軍
馬
徴
発
所 

○Ｔ
７ 

が
し
が
し 

○Ｔ
８ 

こ
れ
ら
の
馬
の
中 

 
 

 

に
は 

 
【
６
頁 

中
段
】 

か
」 

 

【
６
頁 

下
段
】 



音
楽 

 

【
７
頁 
上
段
】 

○Ｔ
９ 

平
素
の
訓
練
が
よ 

 
 
 

く
な
か
っ
た
ヽ
め 

○Ｔ
１
０ 

長
途
の
行
軍
に
耐 

 
 
 
 

へ
な
い
も
の 

○Ｔ
１
１ 

集
団
生
活
に
慣
れ 

 
 
 
 

な
い
も
の 

○Ｔ
１
２ 

が
あ
っ
て 

○Ｔ
１
３ 

軍
の
戦
闘
力
発
揮 

 
 
 
 

上
幾
多
の
故
障
を 

 
 
 
 

生
じ
ま
し
た 

 

【
７
頁 

中
段
】 

２ 

 

【
７
頁 

下
段
】 

 

【
８
頁 

上
段
】 

○Ｔ
１
４ 

で
は
今
ま
で
ど
ん 

 
 
 
 

な
飼
ひ
方
を
し
て 

 
 
 
 

ゐ
た
か
？ 

○Ｔ
１
５ 

農
事
に
馬
を
必
要 

 
 
 
 

と
す
る
日
に
は 

○Ｔ
１
６ 

年
に
僅
か
五
十
日 

○Ｔ
１
７ 

馬
の
力
が
要
ら
な 

 
 
 
 

く
な
る
と
― 

○Ｔ
１
８ 

不
潔
な
厩
に
閉
ぢ 

 
 
 
 

込
め
ら
れ
て
運
動 

 

【
８
頁 

中
段
】 

 

【
８
頁 

下
段
】 

音
楽 

 

【
９
頁 

上
段
】 

不
足
の
身
を
喞
っ 

て
居
り
ま
す 

○Ｄ
３ 

○Ｄ
４ 

○Ｄ
５ 

 

【
９
頁 

中
段
】 

植
村 

「
平
作
さ
あ 

相
変
ら
ず 

昼
寝
だ
ね
」 

平
作 

「
今
日
も
ま
た
凱
旋
廻
り 

だ
か
」 

植
村 

「
鍛
錬
会
の
帰
り
だ
よ 

３ 

 

【
９
頁 

下
段
】 

 

【
１
０
頁 

上
段
】 

○Ｄ
６ 

 

【
１
０
頁 

中
段
】 

平
作
さ
あ
も
昼
寝
ば
か
り 

し
て
ね
え
で 

折
角
の
馬 

を
鍛
錬
会
へ
出
し
た
ら
ど 

う
だ
ね
」 

平
作 

「
い
や
あ
、
進
平
、
進
平 



俺
ん
と
こ
の
馬
な
ん
か
そ 

ん
な
と
こ
に
出
せ
る
シ
ロ 

モ
ノ
で
ね
え
だ
、
下
手

へ

た

人 

前
で
恥
掻
く
よ
り
あ
、
昼 

 

【
１
０
頁 

下
段
】 

 

【
１
１
頁 

上
段
】 

○Ｄ
７ 

 

【
１
１
頁 

中
段
】 

寝
で
も
し
て
た
方
が
よ
っ 

程
気
が
き
い
て
る
だ
」 

植
村 

「
ハ
‥
‥
‥
‥
‥
。 

平
作
さ
あ
は
ま
だ
鍛
錬 

会
を 

知
ら
な
か
っ
た
だ 

な
あ
。
こ
ん
ど
の
戦
争
で 

俺
達
が
ど
ん
な
に
困
っ
た 

か
っ
て
こ
と
も
‥
‥
。」 

平
作 

４ 

 

【
１
１
頁 

下
段
】 

 

【
１
２
頁 

上
段
】 

○Ｄ
８ 

 

【
１
２
頁 

中
段
】 

「
な
あ
に
、
知
る
も
知
ら 

ぬ
も
俺
の
馬
に
は
必
要
ね 

え
こ
っ
た
。 

ど
で
え
、
馬
な
ん
て
も 

の
は
コ
ヤ
シ
を
沢
山
作
っ 

て
く
れ
て
、
農
が
初
ま
り 

あ
、
馬
並
み
の
働
き
せ
へ 

し
て
く
れ
た
ら
い
ヽ
だ
か 

ら
‥
‥
」 

植
村 

 

【
１
２
頁 

下
段
】 

 

【
１
３
頁 

上
段
】 

○Ｄ
９ 

○Ｄ
１
０ 

○Ｄ
１
１ 

 

【
１
３
頁 

中
段
】 

「
ハ
ハ
ハ
、
馬
並
み
は
よ 

か
っ
た
。
で
も
も
う
直
さ 

農
も
初
ま
る
で
よ
」 

平
作 

「
う
ん
に
や
、
余
計
な
心 

配
は
や
め
て
く
ら
っ
せ
」 

 

平
作 

「
ホ
ー
イ
、
ホ
イ
、
ホ
イ 

え
ー
ッ
、
ホ
イ
、
お
前
、 

５ 

 

【
１
３
頁 

下
段
】 

音
楽 

 

【
１
４
頁 
上
段
】 

○Ｄ
１
２ 



○Ｄ
１
３ 

○Ｄ
１
４ 

○Ｄ
１
５ 

 

【
１
４
頁 

中
段
】 

そ
ん
な
と
こ
ろ
で
何
し
て 

る
だ
」 

一
平 

「
ち
ゃ
ん
」 

平
作 

「
あ
ッ
！
」 

植
村 

「
あ
ッ
？
」 

平
作 

「
ど 

ど
う
し
た
ん
だ
、 

 

【
１
４
頁 

下
段
】 

 

【
１
５
頁 

上
段
】 

○Ｄ
１
６ 

○Ｄ
１
７ 

 

第
一
巻 

終
り 

 

【
１
５
頁 

中
段
】 

し
し
っ
か
り
し
ろ
、
う
あ 

ふ
、
ふ
ふ
」 

植
村 

「
医
者
だ
、
医
者
だ
」 

平
作 

「
う
ふ
ふ
、
医
者
…
‥
」 

６ 

 

【
１
５
頁 

下
段
】 

 

【
１
６
頁 

上
段
】 

第
二
巻 

○Ｄ
１ 

○Ｄ
２ 

○Ｄ
３ 

 

【
１
６
頁 

中
段
】 

号
令 

「
気
を
つ
け
ッ
、
国
旗
に 

対
し
て
敬
礼
！
」 

号
令 

「
な
ほ
れ
、
査
閲
官
殿
に 

注
目
、

頭
カ
シ
ラ

右
ッ
」 

号
令 

「
な
ほ
れ
、
乗
馬
」 

 

【
１
６
頁 

下
段
】 

音
楽 

 

【
１
７
頁 

上
段
】 

○Ｄ
４ 

○Ｄ
５ 

○Ｄ
６ 

○Ｄ
７ 

 

【
１
７
頁 

中
段
】 

植
村
と
一
平 

「
よ
ー
い 

お
ー
い
。」 

平
作 

「
も
う
い
ヽ
だ
か
？
組 



□
ば
外
し
て
‥
‥
」 

一
平 

「
う
ん
、
こ
の
通
り
だ
よ
」 

植
村 

「
も
う
明
日
か
ら
来
な
く 

っ
て
も
い
ヽ
っ
て
医
者
に 

７ 

 

【
１
７
頁 

下
段
】 

 

【
１
８
頁 

上
段
】 

○Ｄ
８ 

○Ｄ
９ 

○Ｄ
１
０ 

○Ｄ
１
１ 

 

【
１
８
頁 

中
段
】 

言
は
れ
て
よ
」 

「
そ
う
か
、
そ
り
あ
よ
か 

っ
た
」 

一
平 

「
ち
ゃ
ん 

一
頭 

二
頭 

三
頭
、
鍛
錬
会
の
復
習
だ
」 

平
作 

違
え
ね
え
、
復
習
か
」 

植
村 

 

【
１
８
頁 

下
段
】 

 

【
１
９
頁 

上
段
】 

○Ｄ
１
２ 

○Ｄ
１
３ 

○Ｔ
１ 

今
や 

○Ｔ
２  

挙
っ
て 

○Ｔ
３ 

銃
後
の
鍛
へ 

 

【
１
９
頁 

中
段
】 

「
復
習
す
る
と
勉
強
が
よ 

く
出
来
る
よ
う
に
よ
」 

平
作 

「
ち
ゃ
ん
も
こ
れ
か
ら
毎 

日
や
る
だ
ぞ
、
ハ
…
」 

植
村 

「
ハ
…
…
」 

 

愛
国
行
進
曲
歌
詞 

８ 

 

【
１
９
頁 

下
段
】 

音
楽 

 

【
２
０
頁 

上
段
】 

○Ｔ
４ 

そ
し
て
馬
力 

○Ｔ
５ 

馬
こ
そ
戦
争
へ
の 

 
 

 

有
力
な
協
力
者
だ 

○Ｔ
６ 

進
ん
で 

○Ｔ
７ 

鍛
錬
会
に
参
加
し 

 
 

 

ま
せ
う 

○Ｔ
８ 

終 

（
Ｆ
・
Ｏ
） 

第
二
巻
終
り 

 
【
２
０
頁 

中
段
】 

一
、 
見
よ
東
海
の
空
開
け
て 

旭
日
高
く
輝
け
ば 

天
地
の
正
気
溌
溂
と 



希
望
は
躍
る
大
八
州 

二
、 
お
ヽ
晴
朗
の
朝
雲
に 

聳
ゆ
る
富
士
の
姿
こ
そ 

臣
民
我
等
皆
共
に 

御
稜
威
に
副
は
む
大
使
命 

 

【
２
０
頁 

下
段
】 

 

【
デ
ー
タ
採
録
者
：
加
藤
宏
明
】 

【
デ
ー
タ
校
正
：
青
木
学
】 

  
 
 

 

    


